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埼玉県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

①★埼玉県立がんセンター（平成20年2月8日）  

②春日部市立病院（平成19年1月31日）  

③濁協医科大学越谷病院（平成20年2月8日）  

④さいたま市立病院（平成19年1月31日）  

⑤さいたま赤十字病院（平成20年2月8日）  
⑥川口市立医療センター（平成20年2月8日）  

⑦済生会川口総合病院（平成21年2月3日）  

⑧国立病院機構埼玉病院（平成20年2月8日）  
⑨埼玉医大総合医療センター（平成19年1月31日）  

⑩埼玉医大国際医療センター（平成20年2月8日）  

⑪深谷赤十字病院（平成18年8月24日）  

⑫行田総合病院（平成19年1月31日）   
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※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  

5    更  埼玉赤十  （2677）  （13．2）  （117）  （5） 5  （0） 6  （1り  （2）  （18）  （0）  （7） 7  （4） 6  （31）  （0） 0  （118）  （0） 0  （92）  （180）  田  （13  （0）     新  字病院  2726  19．0  142    19  l  25  皿    32   284   188  195  15  55  0  

6    更  川口市立 医療セン ター  （703）  （6．6）  （70）  （0） 7  （1り  （7）  田 0  （3）  （3） 3  田 3  （0） 2  （2り  （0） 0  （324）  （9）  （100）  （240）  （3） 7  （21）  （0）     新   1733  16．5  254   l  10   13     22   257  10  88  144   81  0  
現  

7     況   
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※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  
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埼玉県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

（彰★埼玉県立がんセンター（更新）  

②春日部市立病院（更新）  

③燭協医科大学越谷病院（更新）  

④さいたま市立病院（更新）  

⑤さいたま赤十字病院（更新）  

⑥Jt旧市立医療センター（更新）  

⑦済生会川口総合病院（継続）  

⑧国立病院機構埼玉病院（更新）  

⑨埼玉医大総合医療センター（更新）  

⑩埼玉医大国際医療センター（更新）  

⑪深谷赤十字病院（更新）  

⑫行田総合病院（辞退）  
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比企医療圏に住むがん患者は  

西部第一医療圏又は西部第二  

医療圏へ受診するため、⑨、⑩  
の病院でカバーする。  

埼玉県  指定推薦等に係る考え方  

1 埼玉県の特色   

人口約717万人（全国第5位）   

人口100万人を越える二次医療圏が3つ存在（東部、中央、西部第一）  

人口のほか、日常生活圏、交通条件、生活基盤の整備状況等総合的な観点から勘  
案し、4つの二次医療圏にそれぞれ2つの「副次圏」を設定  

※保健・医療・福祉に関する地域の中核機関である福祉保健総合センター保健所の管轄区域も副次圏ごと  
に設置している。  

地域がん診療連携拠点病院についても、総合的な観点から勘案し、二次医療圏内において1  

つの医療機関で対応することが難しいと考えられる場合は「副次圏」を単位として設定  

2 同一医療圏に複数施設を設置している例  

例1）東部保健医療圏【春日部市立病院、燭協医科大学越谷病院】  

【濁協医科大学越谷病院】  

5大がんを中心とした多岐にわたる悪性腫癌に対して、外科的治療、化学療法、放射線治療  
のいずれにおいても大学病院としての高い医療水準のがん治療を実施している。  

【春日部市立病院】  

血液がん、口腔がん等他病院での手薄な部分を補完するとともに、初診から末期がん在宅  
医療まで、大学病院では困難と思われるがん医療を実施している。  
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例2）中央保健医療圏（南）【川口市立医療センター、済生会川口総合病院】  

【川口市立医療センター】  

埼玉県内で最新式の遠隔操作式小線源治療装置（ラルス）や最新のリニアックを導入して高  

度な放射線治療を実施している。また、乳がんや肺がんの手術件数が多く、済生会川口総合  

病院をはじめ、近隣の病院からの紹介を多数受けている。  

【済生会川口総合病院】  

画像診断では県内有数のPET－CTを導入しており、川口市立医療センターをはじめ、県南  

東部の各がん診療連携拠点病院からPET－CTの紹介を多数受けている。  

例3）西部第一医療圏【国立病院機構埼玉病院、埼玉医大総合医療センター】  

西部第一医療圏だけでも人口100万人を超える大きな医療圏であるほか、隣接する比企保  

健医療圏が空白地域であることから、同地域を補完するためにも、両病院の指定更新により、  

質の高いがん医療提供体制を維持していく必要がある。  

3 理由書が必要な拠点病院  埼玉県のマスコット  
コバトン  

【済生会川口総合病院（現況報告：平成21年2月3日新規指定）】  

1未充足項目  

がん対策情報センター相談支援センター相談員基礎研修会（1）（2）の修了者  

2 充足可能時期  

平成22年3月に、基礎研修会（1）（2）の修了者を新たに採用予定。  
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奈良県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  
①は奈良医療圏東部及び南和：  

；医療圏のがん患者を、②は奈良： l  

：医療圏西部のがん患者を、それ：  

‡ぞれ受け持つ。  

西和医療圏  奈良医療圏  

東和医療圏   

中和医療圏  

l  

：南和医療圏は空白の医療圏であるため、隣：  

；接医療圏にある⑤（県がん診療連携拠点病‡  

：院）、③、④及びへき地医療拠点病院である；  
：①の連携によりカバーする。  
L－－－－一一一－－－一一■＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿J  
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南和医療圏  

（空白の医療圏）  
①市立奈良病院（平成21年2月23日）  

②県立奈良病院（平成20年2月8日）  

③天理よろづ相談所病院（平成20年2月8日）  

④国保中央病院（平成19年1月31日）  

⑤奈良県立医科大学附属病院★（平成20年2月8  

日）  

⑥近畿大学医学部奈良病院（平成20年2月8日）  
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※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  

続  市立奈 良   （942） 1637  （16．6） 27 
病院       ．l   

2  更新  県立奈    （1768） 1753  （23．0）  
良病院       22．l   

天理よ  

3  更新   ろづ相   （4097）  （27．2）  （187）  （9）  （28）  （16）  （0） 2  田 0  （5） 6  （4） 6  （14）  （20）  匹 0  （603）  （15）  （357）  （220  （14）  （69）  （0）     談所病  
院  

4  辞退  国保中 央病院   （565） 416  （17、1） 12．3  四 16  （0） 0  （2） l  （り 2  （0） 0  （2） 【  （4） 0  （0） 2  （り 0  （0） 0  （0） 0  （0）  （0） 0  （21） 27  （87〉 163  （18） 正  （156） 101  （0） 10   
県立医  

5  ★  更新   科大学  

附属院  

近絶大  

6  更新   学医学   
部奈良  

病院  
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奈良県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  
‾ ‾l‾‾‾ ▼   ‾ ’  

l                            l ：①は奈良医療圏東部及び南和：  

；医療圏のがん患者を、②は奈良：  
：医療圏西部のがん患者を、それ：  

：ぞれ受け持つ。  
」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

奈良医療圏  西和医療圏  

l‾‾－‾‾‾‾‾‾‾●‾●‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ 

：南和医療圏は空白の医療圏であるため、：  
；隣接医療圏にある⑤、③及びへき地医：  
：療拠点病院である①の連携によりカバー：  

；する0  

ll   
】  

：引き続き拠点病院との連携により空白医：  

：療圏をカバーする。  
l＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿l  

東和医療圏  

中和医療圏  
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南和医療圏  

（空白の医療圏）  （D市立奈良病院（継続）  

②県立奈良病院（更新）  

③天理よろづ相談所病院（更新）  

④国保中央病院（辞退）  

（9奈良県立医科大学附属病院★（更新）  

⑥近畿大学医学部奈良病院（更新）  
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今回の指定推薦等に係る奈良県の考え方について   

1．奈良匪鳳凰こおける拠点病院の役割分担  

①地域における緩和ケアの推進・普及・人材養成  

市立奈良病院：H24年度竣エを目処に、緩和ケア病床を新設  

匹〉奈良医療圏唯一の緩和ケア病床として、緩和ケアの推進増及・人材養成  

② より高度で専門的ながん医療の提供（得意分野への特化）  

県立奈良病院：消化器、肝臓がん  

市立奈良病院：乳がん、甲状腺がん及び緩和ケア  

2．南和医療圏（空白の医療圏）へのがん医療の支援  

（か既存のがん診療連携拠点病院による連携→県全体としてがん医療を分担  

（予防及び早期発見、治療、緩和ケア等）  
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32 島 痕 痩  

－28【卜  

島根県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

松江医療蘭  

隠岐医療圏（離島）からの受診  

出羊医療叩  

（空白の医療圏  

雲南医療圏に住むがん患者  
は、松江・出雲医療圏へ受診  
する。①の病院が雲南医療圏  
東部、③④の病院が稟南医療  
圏西部のがん患者をカバーす  
る。  

［≡蔓：］  

（空白の医療圏）  

大田医療圏に住むがん患者は、  
出雲医療圏へ受診するため、③  
④の病院でカバーする。  

①松江市立病院  （平成  

②松江赤十字病院  （平成  

③島根大学医学部附属病院★（平成  
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 ④島根県立中央病院  （平成2  

⑤浜田医療センター  （平成20  

⑥益田赤十字病院  （平成20  

ー286－  



資料2  
※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2故にわたって表を作成してください。  

【    更  松江市立病院      （1213）  （15．8）  （82） 87  （3） 0  （5）  （7）  （0） 2   6   

更  松江赤十字病  
2       焼  9   

3  ★  更  島根大学医学      （294り  （30．0）  （180）  田 0  （13） 4  （5） 3  （0）  （10） 2  （5）  （6） 3  （17）  （13） 8  （0） 0  （342）  （84）  （2‖）  （132）  （2り  （77〉  （0）            3031  31 
新  部附属病院        ．丁  161     l  19    363  36  211  132  28  34  

4    更  県立中央病院      （2919）  （22．3）  （149）  （6） 0  （4） 2  （10）  皿 0  （4）  （23）  （3） 2  （1り  （21）  （0 0  （171）  （0） 0  （149）  （137）  （8） 4  （239）  （0）    新       2743  21．5  162    17   12  29   13  16   186   166  169   131  0   
更  

5     新   1477   ヰ   

辞  
6     退   576   2   

島根県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

隠岐医療圏（離島）からの受診  

松江医療旺  

稟南医療圏に住むがん患者  
は、松江・出雲医療圏へ受診  
する。①の病院が稟南医療圏  
東部、③④の病院が雲南医療  
圏西部のがん患者をカバーす  
る。  

幕間医療圏  
大田医療圏に住むがん患者は、  
出婁医療圏へ受診するため、③  
④の病院でカバーする。  

（空白の医療圏）  

（空白の医療圏）  （D松江市立病院  （更新）  

②松江赤十字病院  （更新）  

③島根大学医学部附属病院★（更新）  

④島根県立中央病院  （更新）  

⑤浜田医療センター  （更新）  

⑥益田赤十字病院  （辞退）   

益田医療【軌こ住むがん患者は、浜田医療圏へ受診するため、  
新たに⑤の病院でカバーする。  
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松江・出曇医療圏 各拠点病院がん入院患者 居住地医療圏別割合（平成20年1月－12月）  

病院名   松江圏   妻商圏   出雲圏   大田圏   隠岐圏   その他   

松江市立病院   86％   11％   1％   0％   1％   1％   

松江赤十字病院   79％   7％   2％  0％   9％   2％   

島根大学医学部附属病院  5％   13％   46％   15％   1％   20％   

★  

島根県立中央病院   2％   10％   68％   15％   1％   4％   

○ 松江市立病院  
・松江医療圏南部の患者に対応しているほか、雲南医療圏東部の患者に対応   

○ 松江赤十字病院  
・松江医療圏北部の患者に対応しているほか、隠岐医療圏の患者に対応   

★ 島根大学医学部附属病院   

・出雲医療圏の患者に対応しているほか、雲南医療圏西部及び大田医療圏の患者に対応   

・再発患者、難治性の患者を中心に、県内（浜田医療圏・益田医療圏含む）の患者に対応   

○ 島根県立中央病院 
・出雲医療圏の患者に対応しているほか、雲南医療圏西部及び大田医療圏の患者に対応   

○ 浜田医療センター  

・浜田医療圏の患者に対応しているほか、益田医療圏の患者に対応  
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45 宮 崎 県  
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宮崎県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

′一‾‾「－′ノ‾－〈＼  

し－、．J ／【 ／  

＼ノ1  

ノ、  
＼  

ノ  

本県では、従来から7つの2次医療圏を設けているが、  

がん医療については、その診療の特殊性と専門性に  

鑑み、2次医療圏の枠を超えた形でのがん医療の提  

供体制を整備する必要があるため、4つのブロックから  
なる「がん医療圏」を設定。  

「宮崎県央がん医療圏」には2つの拠点病院が存在す  

るが、①宮崎大学医学部附属病院は、都道府県がん  
診療連携拠点病院として、県内全域をカバーする機関  

②県立宮崎病院は、宮崎県央がん医療圏の中核機関  
として位置づけ。  

＼／■‾、し、■－′へ／／イ  ノ  

→■  ／  

が ん  他1軋がん．i lltl  liドう〕′】1l．．l．がん‖‘；   

同ン．一  トム中Il；院   J：州．∵櫓点眉滝   

】l川′＝＝亘  リl一ミ立州刷州一言   

ll．l、央地区  県立∴l封川端   宮崎大jご：瞑■肯■fl  

榊√巾≒’，Jニ完  

り．l、両地F  l■パノー日沌1柑院   

県西地区  田立・闘院代晒瓢湖■ll‘二菟   

、＿、′－‾＼  宮崎県央がん医療圏  ‾  
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【
1
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へ
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宮崎県西がん医療圏  

′ し 

？ 
し  ①宮崎大学医学部附属病院★（平成20年2月8日）  

②宮崎県立宮崎病院（平成20年2月8日）  

③宮崎県立日南病院（平成20年2月8日）  

④宮崎県立延岡病院（平成20年2月8日）  

⑤国立病院機構都城病院（平成20年2月8日）  

√
 
 
 

＞＼う   

宮崎県南がん  
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各病院における平成20年9月1日時点と平成21年9月1日時点の診療実績等の比較について  

2  更新  県立   （1968） 1  （21．3）  
宮崎   246   23．8   

県立  
3  辞退   日南 病院  （503） 936  （10．8） 21．1  （3り 31  （0） 0  （3） 【  （8） 7  田 0  （8） 5  （り 0  （0） 0  （0） 0  田 l  （0） 0  （93） 139  （0） 0  （57） 87  （39） 48  田 ロ  （14） 24  （0） 0   

県立  
4  辞退   延岡  

病院   

5  更新  城 病院  （359） 1320  （7．7） 28．6  （48） 37  （3） 3  （4） 0  （2） 9  （り 0  （10） 3  （1り 0  （2） 0  （0） 0  皿 ロ  （0） 0  （179） 205  （0） 0  （314） 112  （128） 57  （4） 8  （102） 117  （0）   
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宮崎県 平成22年度の指定推薦等状況と想定  される患者受療動向  

′′一「ノ －ト‾、－－、 

し ／「  1．3病院を指定更新推薦。2病院は推薦辞退。  
2．医療圏の考え方については、変更なし。  

3・「宮崎県央がん医療圏」には2つの拠点病院が存   

在するが、①は、都道府県がん診療連携拠点病   
院として、県内全域をカバーする機関、②は、宮崎   
県央がん医療圏の中核機関として位置づけ。  

4・今回の辞退で、2医療圏ががん診療連携拠点病   

院の空白医療圏となるが、各がん医療圏には、現   
在のがん診療連携拠点病院以外にがん医療の中   

核を担える医療機関がなく、各医療圏間の交通イ   
ンフラも脆弱なため、引き続き辞退2病院も含めた   
5病院を中心にがん医療に対応する。  

（辞退2病院については、再指定に向け体制整備に努める）  

し「  
八  
】  
▼→  

宮崎県北がん医療圏  

＼  

／′＼・・、」、  
一－＼、】」′  ＼－＼  

宮崎県央がん医療圏  
′＼ 

、、   ㌔ノ  
患
者
受
療
動
向
 
 

1．患者住所の医療圏内の病院に入院する割合（が   
ん以外も含む）は、各医療圏とも約9割と高い。  

2．「宮崎県央がん医療圏」は、県内人口の5割近くが   
集中。  
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宮崎県西がん医療圏  

＞ し ⑤ し  
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■一’ト＿  

ノ  ①宮崎大学医学部附属病院★（更新）  

②宮崎県立宮崎病院（更新）  

③宮崎県立日南病院（辞退）  

④宮崎県立延岡病院（辞退）  

⑤国立病院機構都城病院（更新）  
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宮崎県南がん医療圏  
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今回の指定推薦等に係る都道府県の考え方について  

ヽl＿   

○一部の必須要件が未整備の状況。   

○地域医療の抱える問題や、地方における医師・看護師等の深刻な不足など、それぞれの事情を掛酌いただき   

指定更新について御配慮いただきたい。  

病院名   未充足の要件   未充足の状況  未充足の理由・今後の充足の見込み  

地域連携クリティカルパスが、県内のいずれのがん診療連  
療連携拠点病院が作成してい  樵拠点病陰においても作成されていない状況にあり、一覧が  
る地域連携クリテイカルパスの  乍成できない状況  

宮崎大学医学   宮崎大学医学部が設置する「宮崎県がん診療連携協言義会」  
部附属病院  こ地域連携クリテイカルパス専門部会を設置したところであり  

今後県統一の地域連携クリテイカルパスの作成・共有等を  
行う（平成23年10月末までには、当該要件を充足する予定）  

緩和ケアチームに兼任の看護師は複数いるが、看護師自  
ケアに携わる専門的な知識及  不在  本が不足しており、常勤看護師の確保が困難な状況  
び技能を有する常勤の看護師  平成22年4月から定員増により喜従者誰師を確保し．事件  

を1人以上配置していること  金玉足予定  

宮崎県立  相談員が退職後、確保に難航。H21年10月に専従相談員を  

宮崎病院   采用しため、研修受講要件が充足できない状況  

よる研修を修了した専従及び専  を未充足  研修受講要件を満たす相言炎員もいるが、退院調整などの菓  
任の相談支援に携わる者をそ  務も兼任しており、専従要件を充足できない状況  
れぞれ1人以上配置しているこ  専従相談員については、来年度研修を受講させ要件を充足  
と  予定  

常勤医を前提に求人を行っているが、現時点で確保の目処  
を1人以上配置していること   在  号立っていない  

国立病院機構   現在は、非常勤医師（1名）とインターネットによる遠隔診断  

都城病院  ～対応  

平成22年4月からは．非常勤医師をさらに1名追加し、術  

中迅速病理診断等にも不足のない体制を構築する予定  
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平成21年4月1日現在の指定状況と患者  受療動向  

彪
終
 

放射線療法につい  

ては、中部保健医  

療圏と南部保健医  
療圏のがん診療連  

携拠点病院等と連  

携してがん患者を  
カバーする。  
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 （連声旦些些塵函）  

（空白の医瞭団）  
枠用   

大小誠心  
＿  

→・一－、、  沖叫  
欄  

花h∵㌢〔、切  
先見捕  

ぶノ  
一一・ 北 大・l′ げ  

ト1洒 拍1．のDOlミl！l】  

沖縄本島のがん診療連携拠点病院等の専門的な  

がん医療機関と連携を取りながら、県立病院を中心  
にがん診療を充実することとしている。  

①琉球大学医学部附属病院★  

（平成20年2月8日）  

②沖縄県立中部病院 （平成19年1月31日）  

③那覇市立病院   （平成20年2月8日）  

④北部地区医師会病院（平成20年2月8日）  
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※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  

年間入院患者  治療件数（手術件数）6－7月の集計  
散の状況  ター   放射線治療   がんに係る薬 物環法 （6－7月の集  

針）  

肺がん   胃がん手術   大腸がん手術   肝臓がん   乳がん   年間盛者実動 （1月～12月）   薬物療法のベ  患者勧  

都道  
緩和ケ  

府県  年間斬  
アチー ムに  

Or  乳房再  対  
地域   ん患者   内視鏡  姓術   する   

（乳房  謂料2  

12 月）   

合（％）   胸腔鏡 下手術  開腹手 術   手術 粘膜切 除術 （EMR）  開腹手 術  内視級 手術  開腹手 術  ラジオ 波炊灼 療法  乳癌手 術     体外照 射  小根源 治療  入院患 者数  外来患 音数        散（1月 ・・・・－   占める がん息 者の割   痛手術 総数  閉経羊 術           切除 後）二 糊的に  

行うも  計）   

の  

琉球大学医  （2，088）  （24．7）  （160）  （0）  匹  
ロ  ★  更新             3   

院   

2  更新  沖純県立中  （1，477）  （9．9）  （50）  （0）  （2）  （l）  （0）  （16）  （り  （2）  （0）  （6）  （0） 0  （218）  （0）  （73）  （＄1）  （17）  （36）  （4）     部病院  2．243  16  41  匹  l  l  D  2  3  0  0  2   255  0  岳2  80  16  30  7   

3  更新  那覇市立病  （611）  （5．9）  （66）  （0）  （0） 0  （2〉  （0）  四  （0）  （0）  （0）  （10）  （0）  （162）  （0）  （60）  （50）  （9）  （43）  （0）     院  359  7．3  104  2   3  0  5  0  0  2  8  0  221  0  55  69  19  29  8   
辞退  北部地区医  （68丁）  （13．2）  （5）  皿  （0） 0  （2）  （0）  （り  （0）  （0）  四  （7）  （0）  （0）  （0）  （14）  （60）  （8）  （5）  （0）     師会病院  497  10 

4  ．6  15  0   l  0  2  4  0  0  6  0  0  0  47  40  3  18  0   
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1 がん診療連携拠点病院の整備に関する基本的な考え方  

沖縄県では、これまで県内の5つの2次医療圏中、平成柑年度までに沖縄本島3医療圏（北部・中部・南部保健医  
療圏）で地域がん診療連携拠点病院を整備し、平成19年度には都道府県がん診療連携拠点病院の整備を行い、がん医  
療の均てん化を推進してきました。   

平成20年3月に策定した「沖縄県がん対策推進計画」においても、がん診療連携拠点病院を中心的役割として位置づ  

け、がん医療対策の総合的かつ計画的な推進を図ることとしており、平成20年度から都道府県がん診療連携拠点病院  
である琉球大学医学部附属病院に設置している「沖縄県がん診療連携協議会」において、がん診療連携拠点病院を中  
心に、県、専門的がん医療機関、関係団体等の連携協力体制のもと、がん医療提供体制の構築が図られつつあるとこ   
ろです。   

本県の全てのがん診療連携拠点病院については、平成20年3片に示されたイがん診療連携拠点病院の整備に関する†旨  

針」に基づき、平成21年度末までの「みなし指定」となっておりますが、各保健圏域におけるがん医療提供体制及び  
指定充足状況等を勘案し、指定更新の推薦を行うこととしております。  

沖鰻扉がん■■■柵叫血h さ  

2′沖縄県のがん医療対策におけるがん診療連携拠点病院の取組  

本県のがん医療対策については、沖縄県がん診療連携協議会及び専門   
部会において、がん診療連携拠点病院が連携し、県、専門的がん医療機  
関、関係団体等の協力体制のもと、「緩和ケア」については、国の指針 轡  
に基づくがん診療を担う医師を対象とした緩和ケア研修会の各保健医療  』  
圏域での企画・実施、緩和ケアに関する意識調査及び現況調査の企画、  

「地域がん診療体制の構築」については、平成21年11月20日に5大がんに  
関する地域連携クリテイカルパスの作成・医師等を対象とした研修会の  

l‾上   ▼「 キ1一二・∴・－∴：  

∈ニ慧  

よ彗 星霊ヨ  

開催、がん早期診断のための医師向け研修会の企画・実施、「相談支援」については、県全体のがん種別セカンドオ  
ピニオンリストの作成、各医療機関のがん相談実務者リストの作成によるネットワークの構築、がん患者向け情報書  
（がん患者必携）の作成を行っております。また、がん検診等の普及啓発、がん登録、各がん診療連携拠点病院での  

がん患者サロン・タウンミーティングの開催を行うなど、中心的役割を担っております。   
さらに、離島医療圏域（宮古・八重山保健医療圏）においても、県立病院と連携して平成22年2月に緩和ケア研修会  

の開催、地域連携クリテイカルパスの研修会の開催を予定しており、がん医療の均てん化推進に積極的な取組を実施  
しているところです。  

－301－  

3 がん診療連携拠点病院の概要   

（り 琉球大学医学部附属病院（都道府県がん診療連携拠点病院）  
琉球大学医学部附属病院は、平成20年2月に都道府県がん診療連携拠点病院の指定を受け、「沖縄県がん診療連携協議会」を設置し、   

地域がん診療連携拠点病院等と連携して、離島医療圏域を含め本県のがん医療提供体制の構築に積極的に取組むなど、中核的な医療機関   
として機能しています。また、県内唯一の医師養成機関であり、文部科学省の「九州がんプロフェッショナル養成プラン」に参加してい   
るほか、がん専門薬剤師研修施設の認定を受けており、県内における質の高いがん医療の確保に貢献しております。  

拠点病院の指定要件については、5大がんに関する院内クリテイカルパスの整備について、電子カルテシステムヘの移行に伴う不具合に   
より、未整備の状況となっておりますが、平成21年1月までには整備を行う予定となっており、より高度ながん医療の提供、専門医師等   
の育成、地域医療機関への診療支援など、今後も本県においてがん診療休制の中核的役割を担っていくことが期待されています。   

（2）沖縄県立中部病院（地域がん診療連携拠点病院：中部保健医療圏）  
県立中部病院は、本県医療の基幹的機能を有する病院として、全圏域を対象に救命救急機能や高度・特殊医療を提供する役割を担うと   

ともに、平成19年1月に「地域がん診療連携拠点病院」の指定を受け、これまで、集学的治療による診療体制、緩和ケア体制の確保、が   
ん診療従事者への研修体制、相談支援体制の整備など、中部圏域におけるがん医療の均てん化を推進してきました。さらに、放射線治療   
に関しては北部医療圏の地域拠点病院や中部医療圏内の他の地域医療支援病院からも依頼を受けるなど中心的な役割を果たしています。  

指定車件の充足状況については、5大がんに関する院内ウリテイカルパスの整備について、未整備の状況となっておりますが、平成21年   
12月に整備しており、今後も中部保健医療圏のがん診療体制の中心的役割を担ってい〈ことが期待されています。   

（3）那覇市立病院（地域がん診療連携拠点病院：南部保健医療圏）  
那覇市立病院は平成17年1月にがん診療連携拠点病院の指定を受け、平成20年2月に指定更新を行っております。  
これまで、集学的治療による診療体制、緩和ケア体制の確保、がん診療従事者への研修体制、相言炎支援体制の整備など、がん医療の均てん化   

を推進するとともに、がん患者サロンの設置を行うなど積極的ながん患者支援の強化を図っています。  
今後も本県南部保健医療圏のがん診療体制の中心的役割を担っていくことが期待されています。   

（4）北部地区医師会病院（地域がん診療連携拠点病院：北部保健医療圏）  
北部地区医師会病院は、平成17年1月に地域がん診療連携拠点病院の指定を受け、平成20年2月に指定更新を行っており、本県の北部保   

健医療圏域のがん診療体制の中心的役割を担っています。  
指定要件である、放射線治療種器および設置室の整備については、放射線療法の診療従事者の配置も含め、当該病院、県及び県内のが   

ん専門化で構成する沖縄県がん診療連携拠点病院検討会の中で検討を進めてきました。  
その結果、本県において、すでに近隣の中部圏域2台、南部圏域5台の 

連携拠点病院と連携しながら放射線治療を提供している現状であることと等から、当該北部保健医療圏域における治療手段としてのリニ   
アック等高額医療機器の整備の必要性は低いと判断しております。  
集学的治療の提供体制と標準的治療の提供については、肺がん以外の手術療法、化学療法の実施、相談支援や緩和ケアチームにて対応   

を行なっており、肺がんについては、手術は現在実施できておりませんが、化学療法が必要な患者については当該病院で実施するなど、   
他の医療機関と連携を取りながら集学的治療の提供及び標準的治療等の提供を行なっています。また、呼吸器外科開設についても現在検   
討している状況です。  

今後も、各がん診療連携拠点病院等との連携協力により継続的な専門的がん医療を提供する体制の構築、緩和ケア体制の確保など、北部   
保健医療圏域におけるがん医療の均てん化の推進を担うこ 
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